
情
報
と

向
き
合
う

45

子
供
た
ち
の
糧
と
な
る
多
様
な
教
材

　

一
人
一
人
の
子
供
た
ち
の
前
に

は
、
可
能
性
に
満
ち
た
世
界
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
で
、

容
易
に
は
答
え
の
出
な
い
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
も
向
き
合
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
と

き
、
ど
う
考
え
、
判
断
し
、
行
動

し
て
い
く
の
か
。

　

光
村
の
道
徳
は
、
子
供
た
ち
の

実
り
豊
か
な
人
生
を
願
っ
て
、
今

考
え
て
お
き
た
い
テ
ー
マ
、
心
を

揺
さ
ぶ
る
物
語
、
そ
し
て
定
番
の

道
徳
教
材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
選
び

ま
し
た
。

1
光村の

ここが大事！

い
じ
め
を

許
さ
な
い
心

持
続
可
能
な

社
会
の
た
め
に

命
の
尊
さ

共
に
生
き
る

教
材
の
工
夫

● 「
現
代
的
な
課
題
」と
向
き
合
う 

20
ペ
ー
ジ

●  

心
に
響
く
多
様
な
教
材 

24
ペ
ー
ジ

●  

地
域
と
共
に
生
き
る 

26
ペ
ー
ジ
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三
年
間
の
見
通
し
を
も
っ
た
構
成

2
光村の

ここが大事！

構
成
や
教
材
配
列
の
工
夫

● 

三
年
間
を
見
通
し
た
全
体
構
成 

10
ペ
ー
ジ

● 

道
徳
の「
授
業
開
き
」と「
振
り
返
り
」 

12
ペ
ー
ジ

● 

学
び
を
確
か
な
も
の
に
！
「
深
め
た
い
む
」 

18
ペ
ー
ジ

　

日
々
成
長
し
て
い
く
子
供
た
ち
。
そ
の
と
き
ど
き
に
考
え
て
お
き

た
い
こ
と
、
学
ん
で
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
時
機
を
逃
さ
ず

教
材
と
出
会
う
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
学
び
へ
の
意
欲
と
効
果
が
よ

り
い
っ
そ
う
高
ま
り
ま
す
。

　

光
村
の
道
徳
は
、
中
学
校
の
一
年
間
、
さ
ら
に
は
三
年
間
を
見
通
し

て
、
子
供
た
ち
の
成
長
の
過
程
、
日
々
の
学
校
生
活
、
教
材
と
教
材

と
の
関
連
性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
組
み
立
て
を
考
え
ま
し
た
。
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「
て
び
き
」
や
学
習
活
動
の
工
夫

● 

教
材
と「
て
び
き
」の
工
夫 

15
ペ
ー
ジ

● 

生
徒
の
実
感
を
引
き
出
す
体
験
的
な
学
習 

22
ペ
ー
ジ

●筆者は，ソーシャル・ 

ビューのどんなところに， 
おもしろさを感じたのだろう。

●一人一人の違
ちが

いが生きる社会には，
どんなよさがあるだろう。

考 え よ う

社会で他者と共に生きていくため
には，どんなことが大切なのだろう。

つ な げ よ う
●今日の学びを，美術科での学びに 

生かしてみよう。

●筆者の伊
い

藤
とう

亜
あ

紗
さ

さんの考え方を 

ヒントにして 

描
か

かれた絵本を， 
紹
しょう

介
かい

します。

みえるとか
みえないとか

　

時
に
自
ら
問
い
を
発
見
し
、
時
に
協
働
し
な
が
ら
多
面
的
・

多
角
的
に
物
事
を
考
え
る
。
そ
し
て
、
自
分
の
考
え
の
変
化
や

深
ま
り
を
実
感
す
る
。

　

光
村
の
道
徳
に
は
、
そ
ん
な
授
業
を
約
束
す
る
、
コ
ン
パ
ク

ト
で
構
造
化
さ
れ
た「
て
び
き
」や
、
学
習
活
動
が
あ
り
ま
す
。

学
び
が
深
ま
る
授
業
を
実
現
す
る「
て
び
き
」

3
光村の

ここが大事！

見 方 を 変 え て
●「人間とは何か」「心とは何か」について 

話し合い，自分の知的好
こう

奇
き

心と 

向き合ってみよう。

●筆者が，「人工知能」を 

研究するのは，どうしてだろう。

●「知的好
こう

奇
き

心」や「知的欲求」とは， 
どんな心だろう。

真理を探究する心について，
考えよう。

考 え よ う

●画集を見て「描
か

ける。 
これならきっと。」と思ったとき，
理沙は，どんな絵が描

か

けると 

思ったのだろう。

●夢中で鉛
えん

筆
ぴつ

を走らせながら， 
理沙は，何を考えているだろう。

見 方 を 変 え て
●理沙の父は，理沙に，どんなことを 

伝えたかったのだろう。

つ な げ よ う
●自分や相手の権利を守るとは， 
どういうことだろう。また， 
果たさなければならない義務とは， 
どんなものだろう。

法やきまりを守る心の源とは，
何だろう。

考 え よ う


